
〈事務局〉

滝川市大町 1丁目2番 15号
滝川市経済部商工観光課
丁EL 0125-23-2716 FA×  0125-23-5839
巨―mall kougyou@city taklkavva hokkaldo jp
∪RL httpi〃www City taklkawa hokkaldo jp平成 23年 2月 発行

昨
年
六
月
、
滝
川
市
観
光
大
使
に
就
任
い

た
だ
い
た
第
六
十
九
代
横
綱
白
鵬
関
が
、　
一

〇
月
、
再
び
来
滝
さ
れ
ま
し
た
。

一
〇
日
は
四
場
所
連
続

一
六
回
目
の
本
場

所
優
勝
と
六
二
連
勝
を
祝
う
祝
賀
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
綱
白
鵬
関
は
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
五

〇
〇
人
を
超
え
る
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ

「た
だ

い
ま
」
と
あ
い
さ

つ
。
会
場
か
ら
は

「お
帰

り
な
さ
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「秋
場
所
に
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
応
援
団

が
来
て
く
れ
て
大
変
力
に
な
つ
た
。
み
な
さ

ん
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
連
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

横
綱
白
鵬
関
に
は
連
勝
記
録
に
ち
な
ん
だ

六
二
本
の
バ
ラ
の
花
東
と

「六
二
」
と
電
球

で
あ
し
ら

つ
た
特
製
ケ
ー
キ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
満
面
の
笑
み
で
会
場
の
声
援
に
応
え

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー
に
先
立
ち
、
六

月
の
大
使
就
任
時
に
滝
川
市
か
ら
贈
ら
れ
た

羊

（雌
）
と
対
面
。
羊
の
頭
を
な
で
な
が
ら

「た
く
さ
ん
子
ど
も
を
生
ん
で
市
民
に
愛
さ

れ
る
羊
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
羊
の
名
前
は
公
募
の
結
果
、
「
ハ

イ
ル

（
モ
ン
ゴ
ル
語
で

『
愛
』
の
意
味
ご

と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

翌

一
一
日
、
秋
の
収
穫
祭
＆
地
産
地
消
フ

エ
ア
に
出
席
。
△
〓
場
で
餅

つ
き
を
す
る
な
ど
、

訪
れ
た
三
、
○
○
○
人
以
上
の
フ
ア
ン
ら
と

ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
に
自
ら
田
植
え
を
し
た

「白

鵬
米
水
田
圃
場
」
で
収
穫
さ
れ
た
お
米

「な

な
つ
ば
し
」
六
〇
〇
蛇
が
贈
呈
さ
れ
、
横
綱

白
鵬
関
の
意
向
で
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
市
、
日
本
相
撲
協
会
相
撲
教
習
所
、
滝

川
市
の
三
者
に
分
け
ら
れ
、
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。試

食
し
た
横
綱
白
鵬
関
は

「ね
ば
り
が
あ

っ
て
お
い
し
い
。
こ
ん
な
お
米
が
モ
ン
ゴ
ル

で
も
作
れ
た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
連
勝
記
録
は
六
三
で
止
ま

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
若
い
横
綱
白
鵬
関
に

は
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。
最
多

優
勝
記
録
と
連
勝
記
録
の
更
新
に
向
け
て
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

来場者とふれあう横綱白鵬関

羊と対面する横綱白鵬関

贈呈された白鵬米



東
京
滝
川
会
総
会
を
平
成
二
二
年

一
〇
月

二
三
日
に
ア
ル
カ
デ
イ
ア
市
ケ
谷
で
開
催
し

ま
し
た
。
最
初
に
平
成
二

一
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
報
告
並
び
に
理
事
の
溝
口
勲
氏
、

監
事
の
故
菅
原
務
氏
の
退
任
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
平
成
三
二
年
度
事
業
計
画

案

。
予
算
案
の
審
議
を
行
い
、
新
監
事
に
田

島
良
子
氏
を
選
任
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
欠

席
し
た
大
川
会
長
に
代
わ
り
玉
置
副
会
長
が

「楽
し
く
情
報
交
換
し
、
滝
川
の
発
展
に
つ

な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
の
末
松
滝

川
市
副
市
長
か
ら
は

「滝
川
で
は
横
綱
白
鵬

関
が
滝
川
市
観
光
大
使
に
就
任
し
、
盛
り
上

が
っ
て
い
る
」
と
近
況
が
報
告
さ
れ
、
中
田

滝
川
市
議
会
議
長
の
乾
杯
に
よ
り
、
な
ご
や

か
な
ム
ー
ド
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
田
村
滝
川
市
長
提
供
の
金
滴
酒

造
の
純
米
酒
を
は
じ
め
、
お
か
だ
製
菓
の
モ

ン
モ
オ
、
花
月
堂
松
尾
製
菓
の
滝
川
旅
情
、

野
上
菓
子
舗
の
金
滴
地
酒
ケ
ー
キ
な
ど
滝
川

の
銘
菓
も
並
び
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味

を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
余
興
と
し
て
滝
川
出
身
の
落
語

家

・
春
風
亭
鯉
枝
師
匠
に
よ
る
新
作
落
語
の

ミ
ニ
独
演
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
き
な
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
も
行
い
、
地
元
の
農
産
品
セ
ツ
ト
や
松

尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ギ
フ
ト
セ
ツ
ト
、
は
ち
み

つ
、
お
米
や
滝
川
産
な
た
ね
油
な
ど
た
く
さ

ん
の
景
品
を
皆
さ
ん
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
に
増
田
副
会
長
に
よ
る
結
び
の
あ
い

さ

つ
で
閉
会
と
な
り
、
参
加
記
念
品
と
し
て

江
部
乙
産
の
り
ん
ご
や
サ
ツ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
提

供
の
ビ
ー
ル
な
ど
を
お
土
産
に
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
二
年

一
月
二
三
日
に
惜
し
ま
れ
つ

つ
解
散
し
た
「滝
川

一
の
坂
同
窓
会
」
よ
り
、

東
京
滝
川
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
の
坂
同
窓
会
は
昭
和
四
四
年
に
北
海
道

庁
立
滝
川
中
学
校
、
滝
川
町
立
夜
間
中
学
校
、

北
海
道
滝
川
高
等
学
校
、
北
海
道
滝
川
西
高

等
学
校
、
北
海
道
滝
川
工
業
高
等
学
校
の
卒

業
生
な
ど
関
係
者
が
集
ま
っ
て
設
立
さ
れ
た

会
で
、
東
京
滝
川
会
設
立
の
際
に
も
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
一
月
二
九
日
に
東
京
で
寄
付
受
領
式
が

行
わ
れ
、
田
村
滝
川
市
長
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
解
散
し
た

一
の
坂
同
窓
会
を
代
表
し
て

兼
子
春
三
氏
よ
り
当
会
の
玉
置
副
会
長
、
増

田
副
会
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
額
は
四
百
六
十
四
万
七
千
五
十
人
円
。

使
途
に
つ
い
て
は
役
員
会
で
協
議
し
、　
一
の

坂
同
窓
会
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

玉置副会長のあいさつ

会場の様子。今年は椅子席となりました

一
の

写真左より増田副会長、兼子氏、田村市長、

玉置副会長



完成した新市立病院

新

・
現
在
の
市
立
病
院
隣
地
に
平
成
二

一
年
二

月
か
ら
建
設
を
始
め
た
、
新
し
い
市
立
病
院

が
完
成
し
ま
し
た
。

新
病
院
は
地
上
七
階
建
て
で
市
内
初
の
免

震
構
造
。
個
室
を
大
幅
に
増
や
し
、
全
体
で

は

一
般
病
床
二
七
〇
床
（う
ち
個
室
七
〇
床
）
、

精
神
病
床
四
四
床

（同
七
床
）
と
し
、
患
者

一
人
あ
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
こ
れ
ま
で
よ
り

広
く
設
定
、
大
部
屋
も
最
大
で
四
人
ま
で
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
院
内
の
空
調
設
備
を
新
設
す
る
こ

と
で
、
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
確
立
。

夏
場
は
涼
し
く
冬
場
は
暖
か
い
療
養
環
境
を

実
現
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
最
新
の
血
管
造
影
撮
影
装
置
や

磁
気
共
鳴
画
像
化
装
置

（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
な
ど
の

医
療
機
器
も
導
入
す
る
な
ど
、
療
養
環
境
、

機
能
性
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
た
新
病
院
は
、

二
月

一
一
日
か
ら
移
転
作
業
を
行
い
、
二
月

一
六
日
に
開
院
し
ま
す
。

プ

ロ
野
球
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ア
イ
タ
ー

ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
Ｂ
・
Ｂ

（ブ
リ
ス
キ
ー

。

ザ

・
ベ
ア
ー
ご

と
北
海
道

コ
カ

・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
Ｑ
Ｏ
Ｏ
（ク
ー
ご

が
、
二
月
四
日
、
滝
川
市
立
二
の
坂
保
育
所

残『動産呻剛い副『ゲ‐ムで子どもた　士叩

日
本

ハ
ム
球
団
と
北
海
道

コ
カ

・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
が
共
同
で
行
う
全
道
訪
問
事
業

の

一
環
で
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
幼
稚
園
や
保

育
所
な
ど
を
回
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｂ

・
Ｂ
が
姿
を
見
せ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
大
歓
声
で
お
出
迎
え
。
Ｂ

・
Ｂ
の
ピ
ア
ノ

演
奏
で
合
唱
し
た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

操
し
た
り
し
ま
し
た
。
最
後
は

一
人
ず

つ
、

Ｂ

・
Ｂ
の
声
援
を
受
け
て
ト
ス
バ
ツ
テ
イ
ン

グ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
Ｂ
・
Ｂ
は
か
わ
い
い
」
「か
つ
こ
い
い
」
と

大
喜
び
で
し
た
。

滝
川
市
で
は
庁
舎
の
電
気
料
金
削
減
と
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止

を
目
指
し
て
、
庁
舎
南
側
の
壁
面
に
ソ
ー
ラ

ー
発
電
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
「市
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
で
、

二
三
四
枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
縦

一
人
メ

ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
に
設
置
し
ま
し
た
。

壁
面
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
積
雪
の
影
響
が

少
な
い
の
が
利
点
で
す
。

パ
ネ
ル
設
置
と
同
時
に
、
庁
舎
内
の
室
内

用
安
定
器
具
や
蛍
光
灯
を
省

エ
ネ
型
に
交
換
。

こ
れ
に
よ
り
、
庁
舎
全
体
の
照
明
分
電
気
使

用
量
の
約

一
五
％
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き

る
見
込
み
で
す
。
省

エ
ネ
効
果
は
年
間
約
二

三
万
円
、
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
も
約

一
一

ト
ン
削
減
で
き
る
見
込
み
で
す
。

滝
川
に

導入された最新鋭の血管造影撮影装置

B・ Bの登場に大喜びの子 どもたち

庁舎壁面に設置された太陽光パネル



太
郎

平
成
二
二
年

一
二
月

一
日
付
で
、
「太
郎
吉

蔵

（旧
五
十
嵐
酒
造
店
倉
庫
ご

が
滝
川
市
指

定
文
化
財
第
七
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
建
造
物
は
北
海
道
軟
石
を
使
用
し
た
石
造

倉
庫
で
、
大
正
四
年
に
営
業
を
始
め
た
五
十

嵐
酒
造
店
の
貯
蔵
倉
庫
と
し
て
、
大
正

一
五

年
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
で
所
有
し
て

い
る
建
造
物
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は

滝
川
市
で
は
初
め
て
で
す
。
こ
の
建
物
は
Ｊ

Ｒ
滝
川
駅
前
に
位
置
し
、
商
業
地
と
し
て
繁

栄
を
誇

っ
た
滝
川
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な

建
造
物
で
す
。

現
在
は
当
会
会
員
で
も
あ
る
五
十
嵐
威
暢

氏
が
代
表
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
チ

ヤ
レ
ン
ジ
滝
川
が
所
有
し
て
お
り
、
多
目
的

ホ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
の
記
事
で
も
紹
介
し
た
滝
川
出
身
の

真
打
ち
落
語
家

・
春
風
亭
鯉
枝

（本
名

・
渡

利
哲
也
）
さ
ん
が
、
二
月

一
日
、
昨
年
に
引

き
続
き
ふ
る
さ
と
滝
川
で
公
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

鯉
枝
さ
ん
は
新
作
落
語

一
筋
に
打
ち
込
む

落
語
家
で
、　
一
月
に
行
わ
れ
た
新
作
落
語
の

大
会

「第

一
回
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｕ
Ｐ

一
一
」
で
見
事
優
勝
し
、
凱
旋
高
座
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
公
演
は
師
匠
の
瀧
川
鯉
昇
さ
ん
と

の

「親
子
会
」
と
し
て
行
わ
れ
、
鯉
枝
さ
ん

が
新
作
落
語

「
ア
パ
ー
ト
探
し
」
と

「
Ｕ
Ｆ

Ｏ
研
究
会
」
、
師
匠
の
鯉
昇
さ
ん
が
古
典
落
語

の

「時
そ
ば
」
と

「
二
番
煎
じ
」
を
披
露
。

古
典
と
新
作
の
対
比
も
素
晴
ら
し
く
、
会
場

は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

鯉
枝
さ
ん
は
昨
年
東
京
滝
川
会
の
総
会
に

来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
縁
で
当
会
に
入
会

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

た
き
赤

北
海
道
開
発
局
が
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
活
動
を
た
た
え
る

「わ
が
村
は
美
し
く
―

北
海
道
」
運
動
第
五
回
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
「た

き
か
わ
ナ
タ
ネ
生
産
組
合
穴
官
井
誠

一
組
合

長
）
が
、
景
観
部
門
で
特
別
賞
、
地
域
特
産

物
部
門
で
銅
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

同
組
合
は
平
成
三
二
年
に

一
七
八
衿
、
平

成
二

一
年
に
二

一
五
衿
に
な
た
ね
を
作
付
け

し
て
お
り
、
日
本

一
の
作
付
面
積
を
誇

っ
て

い
ま
す
。

黄
金
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
な
美
し
い

景
観
と
、
高
品
質
の
な
た
ね
油
を
生
産
し
、

付
加
価
値
を
つ
け
た

「菜
の
花
オ
ニ
オ
ン
ソ

ー
ス
」
な
ど
の
商
品
化
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
二
年
に

一
度
開
催
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
全
道
二
〇
〇
団
体
か
ら

二
〇
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

鯉枝さん (右)と鯉昇さん
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